
 

 

 

 

 

 

 

■まずは調べたいテーマについて、おおまかな「下調べ」をしてみましょう。そのテーマに関

することがらや言葉の意味について、百科事典や国語辞典、新語辞典などで調べます。 

 →「「参考図書」を使いこなそう！」を見てみよう！ 

 

 

■地震について知りたいときは、専門の要覧

ようらん

や事典などでも調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

■地震についてわかりやすく紹介した資料を見てみましょう。 

資料情報 請求記号 対象 

地震の大常識                （ポプラ社） 453 ササ こども 

日本列島大地まるごと大研究 4  地震の大研究 （ポプラ社） 450 ニホ こども 

じめんがふるえる だいちがゆれる   （農山漁村文化協会） E ジメ こども 

地震の大研究                （PHP 研究所） 453 オオ こども 

 

 

 

■次に、調べる時の手がかりとなる言葉（キーワード）を考えます。参考図書などから見つか

った言葉や問題点、課題なども考えながら、思いつくキーワードをあげていきましょう。 

「地震」がテーマの場合、例えば･･･ 

 

震度、活断層、震源、プレート、地殻変動、火山    →地震が起こるしくみ 

大震災、津波、福島原発事故、液状化、復興      →東日本大震災 

緊急地震速報、避難訓練、非常用持ち出し袋、災害   →防災 

･･･などがあります。 

 

資料情報 請求記号 対象 

地球・気象          （学研） 450 チキ こども 

地震・津波と火山の事典    （丸善） 453.0 ジシ 一般 

地震の事典          （朝倉書店） 453.0 ジシ 一般 

パパパパパパパパススススススススフフフフフフフファァァァァァァァイイイイイイイインンンンンンンンダダダダダダダダーーーーーーーー        「「「「「「「「自自自自自自自自然然然然然然然然ににににににににつつつつつつつついいいいいいいいててててててててのののののののの情情情情情情情情報報報報報報報報のののののののの探探探探探探探探しししししししし方方方方方方方方」」」」」」」」        

「「「「「「「「地地震震」」」」」」」」        スススススススステテテテテテテテッッッッッッッッププププププププ１１１１１１１１（（図図書書編編））  

ことばやことがらの意味を調べるには 

専門分野の辞典を使って調べる 

「キーワード」を探そう！ 

入門書を使って調べる 



 

 

■キーワードが見つかったら、図書館にある本などを調べていきましょう。 

コンピュータを使って本を探したり、本だなに並んでいる資料を直接見たりしてみましょう。 

  →「図書館で本を探そう！」を見てみよう！ 

 

 

 

■地震に関する本は、次のような分類に入っています。本だなへ行って見てみましょう。 

 

分類番号 分野 

369 災害、災害救助 

450 地球科学、地学 

453 地震学 

 

 

 

 

 

■ここまでで分かった情報をもとに、それぞれのテーマについて本を見ていきましょう。 

分野 資料情報 請求記号 対象 

安全・防犯 安全な毎日を送る方法 6  地震,台風などの災害から

身を守る               （学研） 

368 アン こども 

災害・災害救助 親子のための地震イツモノート   （ポプラ社） 369 オヤ こども 

災害・災害救助 つなみ 被災地の子どもたちの作文集 （文藝春秋） 369．3 ツナ 一般 

天文学 

・地学 

なるほどナットク“自然現象”4  噴火・地震・津波 

（学研教育出版） 

440 ナル こども 

地震学 津波ものがたり            （童心社） 453 ヤマ こども 

地震学 検証！ 首都直下地震         （技術評論社） 453 ケン 一般 

 

 

 

 

 

 

★ステップ２（新聞・雑誌・インターネット情報源）に続く･･･★ステップ２（新聞・雑誌・インターネット情報源）に続く･･･★ステップ２（新聞・雑誌・インターネット情報源）に続く･･･★ステップ２（新聞・雑誌・インターネット情報源）に続く･･･    

（2013 年 12月 山梨県立図書館作成） 

地震に関連する本を探そう！ 

地震に関する資料は･･･ 

ポイント 

ここにあげた分類は、ほんの一例で

す。実際に本を探してみると、このほかの

分類にも本があることが分かります。 

見 つ か ら な い 時 な ど は 、 図 書 館 員

（司書

し し ょ

）に聞いてみましょう！ 

各分野の本を調べよう 

ポイント：本の中で紹介されている本を活用しよう！ 

もっとくわしく知りたいときは、本の中で紹介されている本など

を調べていきましょう。調べものが広がっていきますよ。 


